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伊
達
家
四
代
藩
主
、
伊
達
綱
村
公

の
御
廟
、
大
年
寺
山
墓
所
を
守
る

す
。
政
宗
公
の
事
業
を
引
き
継
い

で
、
経
済
や
学
問
、
文
化
振
興
に

と
て
も
力
を
入
れ
ら
れ
、
そ
の
歴

史
的
足
跡
は
、
今
の
私
た
ち
の
生

活
に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　菅
原

　具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
な
さ
れ
た
の
で
す
か
。

　阿
部

　経
済
的
に
は
、
品
井

沼
、
長
沼
な
ど
の
干
拓
事
業
、
新

田
開
発
、
貞
山
運
河
の
改
修
な
ど

の
水
運
整
備
、
今
の
榴
岡
公
園
の

　菅
原

　伊
達
家
御
廟
大
年
寺
会

の
会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

　阿
部

　伊
達
家
四
代
藩
主
、
伊

達
綱
村
公
の
御
廟
が
あ
る
大
年
寺

山
の
清
掃
活
動
と
綱
村
公
の
墓
所

の
清
掃
、
保
存
、
ま
た
法
要
や
伊

達
家
当
主
か
ら
の
歴
史
講
話
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　菅
原

　伊
達
政
宗
公
は
仙
台
藩

藩
祖
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で

国
民
で
も
知
ら
な
い
方
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
綱
村
公
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
ね
。

　阿
部

　前
述
し
た
通
り
綱
村
公

は
伊
達
家
第
四
代
藩
主
で
、
伊

達
政
宗
の
曾
孫
に
当
た
り
ま
す
。

綱
村
公
は
、
１
６
５
９
年
に
三
代

藩
主
綱
宗
公
の
長
子
と
し
て
誕
生

し
、
わ
ず
か
２
歳
で
藩
主
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
治
世
は
42
年
間
で

千
本
桜
、
そ
し
て
堤
焼
き

振
興
な
ど
で
す
。
文
化
的

に
は
、
塩
釜
神
社
、
岩
手

県
の
毛
越
寺
、
中
尊
寺
な

ど
寺
社
仏
閣
へ
の
寄
進
、

伊
達
治
家
記
録
の
編
纂
な

ど
、
様
々
な
分
野
に
わ
た

り
ま
し
た
。
専
門
家
に
言

わ
せ
ま
す
と
、
当
初
想
像

し
て
い
た
以
上
に
、
仙
台

の
基
礎
を
作
っ
た
藩
主
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　菅
原

　そ
の
綱
村
公
の
お
墓
が

大
年
寺
山
に
あ
る
の
で
す
ね
。

　阿
部

　
　伊
達
家
の
御
廟
と
言

い
ま
す
と
、
仙
台
市
の
径
ヶ
峯
の

瑞
鳳
殿
、
感
仙
殿
、
善
応
殿
な
ど

が
有
名
で
す
が
、
実
は
、
九
代
の

宗
周
公
、
十
一
代
の
斉
義
公
を
除

い
て
綱
村
公
の
四
代
以
降
は
、
大

年
寺
跡
に
あ
る
の
で
す
。

　菅
原

　市
民
に
と
っ
て
は
、
と

て
も
歴
史
と
由
緒
あ
る
大
切
な
場

所
な
の
で
す
ね
。
私
た
ち
は
大
年

寺
山
と
言
え
ば
、
仙
台
市
野
草
園

な
ど
が
あ
る
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
知
っ
て
は
い
ま
す
が
、お
寺
、

御
廟
の
こ
と
な
ど
は
あ
ま
り
知
る

機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　阿
部

　歴
史
的
な
話
し
に
な

り
ま
す
が
、
室
町
時
代
の
応
永
年

間(

１
３
９
４
〜
１
４
２
８)

、
大

年
寺
周
辺
に
は
、
粟
野
大
膳
大
夫

の
居
城
・
茂
ヶ
崎
城
が
置
か
れ

て
あ
り
ま
し
た
。
四
代
藩
主
綱

村
公
の
治
世
に
な
っ
た
元
禄
９

（
１
６
９
６
）
年
、
こ
の
茂
ヶ
崎
の

地
に
お
い
て
綱
村
公
は
寺
院
造
営

の
縄
張
、
鍬
入
を
行
い
、
翌
10
年

に
黄
檗
宗(

お
お
ば
く
し
ゅ
う)

大

年
寺
と
し
て
開
基
し
ま
し
た
。
以

後
、
歴
代
藩
主
の
墓
所
と
定
め
ら

れ
、
と
も
に
非
公
開
で
す
が
、
宝

華
林
廟
、
無
尽
灯
廟
が
そ
れ
ぞ
れ

墓
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　菅
原

　と
て
も
大
切
な
寺
院

だ
っ
た
の
で
す
ね
。

　阿
部

　当
時
大
年
寺
は
、
松

島
の
瑞
巌
寺
と
並
ぶ
規
模
と
格
式

を
誇
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

３
０
０
人
も
の
僧
侶
や
20
近
く
の

塔
頭(

た
っ
と
う)

が
存
在
し
て
い

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　菅
原

　そ
の
綱
村
公
が
逝
去

さ
れ
て
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど

３
０
０
年
、
様
々
な
行
事
を
な
さ

れ
た
そ
う
で
す
ね
。

　阿
部

　は
い
、
４
月
７
日
に

は
顕
彰
祈
念
碑
除
幕
式
や
植
樹

式
、
６
月
15
日
に
は
仙
台
藩
志
会

と
一
緒
に
記
念
講
演
会
、
そ
し
て

亡
く
な
ら
れ
た
６
月
20
日
に
は
、

３
０
０
年
遠
忌
法
要
と
食
事
会
の

御
斎
会(

お
と
き
え)

、
記
念
演

奏
会
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

　伊達藩四代藩主、伊達綱村公の御廟のある大年寺山の

清掃活動や保全、法要などを行っている伊達家御廟大年

寺会会長として活躍する阿部和子さん。会活動や仕事を

通し、「人生に一つも無駄はない」と話します。

　　　 SPECIAL対談
阿部和子さんが語る「女性の生き方」

「人生に一つも無駄はありません」

菅原　裕典　すがわら・ひろのり
1960年宮城県塩釜市生まれ。
83年東北学院大学経済学部経済学科卒
業。83年名古屋・中京葬儀社入社。85
年3月、父・清一とともにすがわら葬
儀社設立。1991年、株式会社すがわら
葬儀社の組織変更。2000年エポックせ
んだい設立。2001年より株式会社すが
わら葬儀社代表取締役。2001年せんだ
い泉エフエム放送取締役。2001年4月
より社会福祉法人 無量壽会理事長就
任。2010年株式会社清月記に社名変更。
2011年5月認定ＮＰＯ法人ＪＥＴＯみ
やぎ理事長就任。2015年1月仙台市青
葉区木町通「仙台迎賓館「斎苑」」運営。
2015年7月、国際ロータリー第2520地
区ガバナー就任。

阿部　和子さん
あべ・かずこ

昭和21年8月17日、仙台市若林区文化町で5

人兄弟の末っ子として生まれる。父母は秋田

県横手市出身で、父は東北電力の社員。

●南小泉小中学校から仙台市立女子商業高

校に進む。卒業後、富士通ゼネラル(現)仙台

営業所で勤務。昭和45年に結婚、4人の子ど

もに恵まれ、古城小PTA会長や仙台市PTA協

議会副会長も歴任した。

●仙台藩藩祖、伊達政宗公の曾孫に当たる伊

達家4代藩主、伊達綱村公の御廟がある大年

寺山の清掃活動や保全、法要などを行ってい

る伊達家御廟大年寺会会長。平成21年から

就任。

●平成6年から、仙台味噌を使った全て自然

の無添加素材にこだわった味噌漬けを開発、

販売に携わる。

●小原流、草月流師範。お茶もたしなむ。詩

吟の会の宮城岳風会に所属、同会大年寺教場

長

た
、
綱
村
公
を
顕
彰
す
る
記
念
誌

を
上
梓
、
県
内
の
中
・
高
等
学
校
、

図
書
館
な
ど
に
お
配
り
し
ま
す
。

　菅
原

　大
年
寺
会
の
仕
事
を
さ

れ
た
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
の
で

す
か
。

　阿
部

　戦
後
に
、
市
民
や
政
財

界
の
方
々
が
中
心
と
な
り
、
大
年

寺
山
と
伊
達
家
御
廟
を
守
も
ろ
う

と
大
年
寺
保
勝
会
が
発
足
、
昭
和

53
年
に
規
約
を
作
り
、
初
代
会
長

に
、
当
時
の
仙
台
藩
志
会
会
長
の

伊
達
篤
郎
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

実
家
が
大
年
寺
の
檀
家
だ
っ
た
た

め
、母
が
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
、

私
も
自
然
と
活
動
に
携
わ
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
会
長
と
い
う
大
役

を
お
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　菅
原

　御
廟
の
清
掃
な
ど
大
変

な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　阿
部

　清
掃
は
お
盆
、
彼
岸
、

年
末
に
は
近
隣
７
つ
の
小
学
校
か

ら
子
ど
も
た
ち
に
手
伝
い
に
も
来

て
も
ら
い
、
大
年
寺
の
素
晴
ら
し

い
自
然
を
感
じ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
当
主
か
ら

講
話
も
あ
り
ま
す
。

　菅
原

　ど
な
た
で
も
会
に
入
れ

る
の
で
す
か
。

　阿
部

　山
と
自
然
を
愛
す
る

方
、
歴
史
の
お
好
き
な
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
入
れ
ま
す
。
現
在
は

伊
達
家
の
末
裔
の
方
な
ど
も
含
め

51
人
が
会
員
で
す
。
ぜ
ひ
ご
入
会

下
さ
い
。

　菅
原

　お
仕
事
の
ほ
う
は
。

　阿
部

　平
成
６
年
か
ら
、
仙
台

 仙台経済界 2018.7-8 00

今
年
は
盛
大
に

３
０
０
年
遠
忌
法
要
を
営
む

味
噌
と
自
然
素
材
に
こ
だ
わ
っ
た

味
噌
漬
け
の
加
工
、
販
売
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
50

歳
の
と
き
に
運
転
免
許
も
取
り
、

楽
し
く
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
東
日
本
大
震
災
で
三

陸
か
ら
の
材
料
が
入
ら
ず
、
継
続

を
断
念
し
ま
し
た
。

　菅
原

　こ
れ
か
ら
の
女
性
の
た

め
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

　阿
部

　人
と
の
出
会
い
や
お
付

き
合
い
勉
強
な
ど
、
す
べ
て
人
生

に
無
駄
は
な
い
と
い
う
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

　菅
原

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

第34回

清月記総本社で

仙台女子商業高校時代(上　前列左か
ら2番目が阿部さん)。OL時代(下)

大
年
寺
の
自
然
、
歴
史
が
好

き
な
方
を
募
集
中
で
す

伊達家御廟大年寺会の清掃活動(平成8年頃)。
現在も年に10回ほど実施している

姪の結婚式で4人の子どもと夫婦とともに


